
平成３０年度 教員による「学校評価」検討結果 

 
※ 評価 Ａ十分できた（3点） Ｂおおむねできた（2点） Ｃあまりできていない（1点） Ｄ全くできていない（0点） 

めざす

学校像 

平成３０年度 の 重 点（評価項目） 評価 点数 

  

【
早
く
登
校
し
た
く
な
る 

楽
し
い
学
校
】 

 

（１）児童の実態把握と課題設定をていねいに行い、日々の授業に生かしていくと共 

に研修会に参加して専門性の向上を図る。 Ｂ７ 

Ｃ１ 

 

15点 

（２）自分の思いや気持ちを伝える力、関心をもって人とかかわる力を育んでいく。 
Ａ１ 

Ｂ６ 

Ｃ１ 

16点 

 

【
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る 

安
全
な
学
校
】 

 

（３）山形市立第五小学校と連携し、本校、天童校と連絡・調整を図りながら共有施 

設等を有効活用し、交流及び共同学習を計画的に進める。 Ａ１ 

Ｂ６ 

Ｃ１ 

16点 

（４）全教職員でヒヤリハットを共有し事例の蓄積と迅速な対応を継続していくこと 

で、日常的な事故防止と安全に学校生活が送れるように努める。 
Ｂ８ 

 
16点 

 

【
相
談
や
支
援
を
受
け
ら
れ 

  

る
頼
り
に
な
る
学
校
】 

  

（５）地域回覧の学校だよりを毎月発行し、山形校の生活や特別支援教育に関する情 

報を発信していく。 
Ａ７ 

Ｂ１ 
22点 

 

（６）関係機関と連携をとり、適切な支援につなげていくと共に、各種相談への対応 

を積極的に行い、地域の特別支援学校としてセンター的機能の発揮に努める。 

Ａ３ 

Ｂ５ 

 

19点 

 

【
働
き
や
す
い 

や
り
が
い
の
あ
る
学
校
】 

 （７）学部会を核として日々の授業や分掌部の取り組み等を検討・確認し全教員で児 

童を支援する姿勢のもと、円滑かつ効果的に教育活動を行う。 Ａ３ 

Ｂ５ 

 

19点 

 

（８）授業づくりに協働して取り組んだり、会議運営を工夫したりすることで子ども 

と向き合うゆとり創出に努める。 
Ａ２ 

Ｂ６ 

 

18点 

 

 


